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構築し，合成廃水を 4段階の異なる希釈率で投入しながら，H2/CO2 混合ガスを単一制限基質として 12L/dで
供給した。各希釈率において反応系はそれぞれ定常状態に達し，操作希釈率 0.1/dで最大のメタン生産性
0.41LCH4/gVSS・dを得た。また H2/CO2 発酵微生物群の増殖収率 YCH4 は 1mmolの消費 H2/CO2 あたり 11.7g－
VSSであった。ケモスタット型リアクタの物質収支に Monodの増殖モデルを適用した結果，反応系の最大










あり，それぞれ夏季を想定した発酵温度 37℃の実験区で 80.8％，冬季を設定した発酵温度 20℃の実験区で
39.8％であった。さらにプロセスに経済性を与えると考えられる発行副生物ビタミン B12 は，45min/hの攪





系においては 279Nm3/dから 341Nm3/dへ，それぞれ増加することが示された。さらにビタミン B12 の生成
は 37℃の反応系で 32.7g/m3，20℃の反応系において 8g/m3 の生成が，それぞれ見込まれることがわかった。
　以上の結果から H2/CO2 発酵は，ビタミン B12 副生機能を併せ持つ二酸化炭素の除去・メタンの生成プロ
セスとして，バイオガスプラントへの導入可能性の高いことが示された。








　本研究で構築された H2/CO2 発酵のケモスタット型ベンチスケールリアクタにおいて，合成廃水と H2/CO2
混合ガスの供給のみにより，定常状態におけるプロセス特性を得た。また Monodモデルによる反応速度論
的評価により，H2/CO2 発酵における操作希釈率と微生物濃度およびメタン生成との関係を求めた。さらに
攪拌時間と発酵温度をパラメータとする連続反応系をビタミン B12 の副生を行いながら確立するとともに，
バイオガスプラントへの導入を前提としたシミュレーションを行い，バイオガスプラントにおける二酸化炭
素削減，メタン増加，副生物生産などの可能性を示唆した。これらの結果は，バイオガス中の二酸化炭素の
生物的な除去技術の開発やその設計・操作条件の策定等において，新たな知見を提供する有用かつ貴重な研
究成果であると判断される。
　よって，著者は博士（生物工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
